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検 の花

文学部教授関清秀戸

大学附属図書館についてはさまざまな思い出があるが，たいていの図書館は，独自の雰囲

気というか，それなりの個‘性をもっている。

アメリカ東南部のある大学の社会科学研究所に籍をおいて，大学の日常的業務から全く解

放され，自分の研究室と図書館のキャレルに通うことだけが仕事である日を過していた頃が'懐

しく思い出される。

その大学の建物は，エルムや楢，樫，柏，松等のうっそうたる原始林の中に点在し，図書

館への小径にはいつもリスが木の実を求めて駆け回っており，カーデナルとかハニー・バード

とか，わたくしにはもの珍らしい色とりどりな小鳥が林を縫って飛び交い，購っていた。いま

ごろの季節になると，木という木はことごとく大きな花をつけて一斉に春を競い，人口8千の

その大学町は，むせるような芳香に包まれる。決して誇張ではない。図書館の奥にまで香りが

漂ってくる。書庫のエレベーターにたまたま乗り合せた見知らぬレディーが，鼻をぐんぐんさ

せながら“グット・スメル!!”と話しかけてきたときには，心から同感の意を表わせざるをえ

なかった。

その州の花ドッグ・ウッドをはじめ，マグノリア，レッドバッド，そしてこれは紛れもな

く日本産の桜，それも吉野，八重，枝垂桜など枝もたわわに咲き誇って，やまとおのこの旅情

を慰めてくれた。北大構内では多年にわたって見のがしていたわけで申し訳けないが，エルム

が花を，しかもあんなにも大きく見事な花をつけるものと知ったのは驚きであった。考えて承

れば，どの木にも花が咲くことに不,思議はないわけだが，いわば雑木と思っていた木々に芳ば

しい大きな花をゑて，発見のような気がしたのである。

読書にうむと，わたくしはよく三階の新聞閲覧室へ行った。天井が高く，窓が大きく，机

は窓外の緑を|決してさわやかで，広い部屋にあまり人影はなく，何よりも，世界各国の新聞や

週刊紙に居ながらにして眼を通せるのが有り難かった。ここで与えられる知識や印象は，日本

人の手で編集され日本で発行される国際情報からうけるものとは，趣がほとんど全く異なるも

のだといってよい。

この部屋でわたくしは強烈なショックをうけたことがある。丁度ナセル大統領がスエズ運

河を封鎖し，イギリスが地中海に強力な艦隊を派遣してこれを威嚇していたときで，この一触

即発の危機に際して「マンチェスター・ガーデァン」紙はイーデン首相のこの方針に断乎反対

し，火を吐くような論説を連日執勧にくり返してやめなかった。世界平和という大理想のもと

に，自国政府の国策変更を強要して1軍らない気蝿の鋭さに，筆をもつものの心構えを今さらの

ように思い知らされると共に，複雑な国際状勢の中での日本の運命を思わずにはいられなかっ

た。その「ガーデァン」紙もいまはない。
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◆会議

第45回図書館委員会

くとき昭和45年3月27日（金）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．第1種および第2種閲覧個室の利用者選考が行なわれた。

2・国立大学協会図書館特別委員会中間報告についての検討が行なわれた。なお，意見等については，次回委

員会で決定することとなった。

第46回図書館委員会

くとぎ昭和45年4月3日（金）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1.前回委員会から継続審議となっていた国立大学協会図書館特別委員会中間報告に対する意見等について，

本館から（案)が提出され，種々審議ののち，原案どうり予承された。

全学図書(担当)掛長会議

くとき昭和45年3月28日（士)＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．国立大学協会図書館特別委員会中間報告について協議された。

、

◆特別寄稿

日本最初のユークリッド訳

黒田孝郎

幾何原本とよばれているものは，長い間かかって形成されたものを，アレクサンドリアで

エウクレイデスが紀元前300年ごろ集約大成したものだといわれている。それは定義を定め公

理を前提として論理的に構成するという形

態をとっているもので，プラトンに負う

ところが多いとされている。さらにその叙

述の方法はデカルトやパスカルによって高

く評価され，ガリレオやニュートンが近代

自然科学を定立させる本を著したときにも

用いられたものである。このような方法で

推論を進めることは，旧来の日本人にとっ

ては異質的なものであって，それを何時，

どのようにして学びとったか，ということ

は興味ある問題である。
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ユークリッド「幾何学」最初の邦訳（明治5年）
この幾何原本の日本訳で最も古いもの

は，現在のところ北大図書館に保存されているつぎの本であるということができる。

山田昌邦訳「幾何学」開拓使

この本の巻頭にある凡例は「幾何学の必要なるや」とその必要‘性をとき「然るにいまだ編

成の書あらず是に因て予宥氏の幾何学を訳し以て童蒙の此に志す者の一助たらしめん事を望
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む」と記し「明治五壬申夏季山田昌邦識」と結んでいる。なおここでいう宥氏は,ユークリッ

ドのことを指していることはいうまでもない。図書館にある「明治21年12月，札幌農学校和

漢書目録」には

英国ユークリッド氏原著山田昌邦訳

幾何学明治五年十三部

とある。学校では教科書を貸与したのであるから，この本は教科書として用いられたと考えら

れるし，また事実明らかに生徒が用いた形跡がある。

明治5年といえばその年の4月15日に開拓使仮学校が|滑設されたのであるが,翌6年3月

14日には俄かに閉じ4月再び開校する。この時，数学教HIllとして山田昌邦の名前が現れる。そ

して明治9年，札幌農学校となったとき「予備科はクラークを以て科長とし……数学に山田昌

邦……の各職員あり」としている')。一方，開拓使は明治5年3月22日につぎのような伺を文

部省に出している2)。

……当使訳官井洋学者流へ附托シ西洋群書中ヨリ抜幸……活字ヲ以テ開版致度候間，差

支有無至急御回答有之度候也

山田昌邦訳の幾何学は活字版でなく板木に刻んだものであるから，この文書でいうものに該当

するとは考えられないが，開拓使におけるこのような動向によって出版されたものとみてよい

であろう。

この本の訳者である山田昌邦は1848年の生れで3)，徳川家が静岡に引きこもったとき沼

津につくった兵学校の教授方手伝となった人で*¥1918年ごろには東京製鋼会社の社長になっ

ていたといわれている5)。彼の訳した原本は訳書の中に記していないが,術語の訳のつぎに英語

を付記してあるところから英語からの訳であることは確かである。わたくしは,Todhunterの

Euclid'sElements(1862)と対比して，この本からの訳であろうと推定する。このころわが

国の教育界は米国の影響を受けることが大きく，幾何学の本も米国から渡来したものが用いら

れた。ところが米国の幾何学はフランスの影響を受けることが大きく,Legendreによって編

修されたものの英訳が広く用いられた。この本はある意味では近代化されたユークリッドであ

って，ギリシアの伝統的な幾何原本から離れるところがあった。それに対して山田昌邦の原本

にしたとゑられる英人Todhunterの本は，はるかにユークリッドの元の形に近い。山田昌邦

の訳したのは第1巻の「設題21．定褒凡三角の内に一点を設け下辺の両端より此点に直線を

引く時はこの両線の和は三角III.]'辺の和より小なるべし又此点に作るところの角は三角の頂角よ

り大なるものなり」の証明で終っている。ここまでのところを，ユークリッドの幾何原本の本

文研究として定評のあるT.L.HeathのTheThirteenBooksofEuclid'sElements,1926.

CambridgePress.と比べて承ると，公準4,5が公理に移行するなど公理に若手の手なおしと

定義に僅かの変更があるほか，特に命題とその証明は表現に式を用いていること以外はきわめ

てギリシア伝来のものに忠実である。Todhunterの一連の教科曇書は，明治10年ケンブリッヂ

大学を卒業して帰国し東京大学教授となった菊地大麓によって推奨された。そして彼は，幾何

学は英国流にギリシアの伝統によるべきであるとした。それらのことを考えると，山田昌邦の

訳は早く出すぎたのかも知れない。それにしても出版が開拓使では流布もされなかったであろ

う。山田昌邦は，明治10年には札幌農学校で授業を担当していないので6)，この頃はすでに離

任していたのではないかと,思われる。

1）創基50年記念北海道帝国大学沿革史,19頁,50頁．
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開拓日誌（新北海道史第7巻847頁)．

小倉金之助：近代日本の数学（1956)188頁．

米山梅吉：幕末西洋文化と沼津兵学校(1934,東京)82頁．

3）に同じ．

開拓使，外国人贈答録.（道庁保管)．

（筆者は前本学教育学部教授現在専修大学教授）
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医学部の改築に伴ない医学部図書掛と附属病院図書掛とが合併して，医学系図書館として

内容の充実を計ることから，その具体化について検討され始めたのが昨年8月で，それ以前か

ら唯単に病院図害掛との合併については時折討議されて来てはいたもののその実現には到らな

かったのである。その後種々の曲折はあったが，図書館としての建物の建築がやっと軌道にの
●●●●●●

り始めたのが昭和42年で薬学部，医学部，歯学部の三学部を含めた医学系図書館という構想

が立てられ，検討されて来たのであった。

我々学部図書関係者にとって最も大事な事は，学習と研究者に対する直接的なサービス機

、
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関であるという事であろう。最も合理的にかつ迅速に文献のサービスをするためには少なくと

もそれに足るだけの定員と，資料の集中管理がなされなければならない。資料の集中管理は経

費の適確な使用という点からも必要なことであり，こうした点から医学系図書館という一つの

構想が出てきたものと考えられる。

現在の医学部図書館は5月1日付で附属病院図書掛員が医学部に併任され整理掛(6名)，

運用掛(7名）の二掛を置くこととされ，定員内職員10名，事務補佐員3名の計13名で業務を

行なっている。医学という学問の特質かも知れないが雑誌の利用がその中心となっていて,内，

外国雑誌の利用がその大部分を占めている。利用者は学部教官学生の他に研修医,研究者,他学

部教官，市内の病院関係者と非常に幅が広く，医学関係者の中心的な存在でもある。こうした

ことから特に電話による問合せ，相互貸借の量が非常に多く，いわゆる参考業務の分野が大き

な比重を占めて来ているのである。

こうした事情から閲覧業務の中心は参考事務でありカウンターには常時3名の職員が貸出

し業務の他に他学部，他大学，他研究機関との相互貸借業務に専心している。その他，複写業

務の円滑化のために現在リコーSII型複写器2台，ゼロックス1台，リコピー1台を保有し，

学生，研究者が直接複写を承る事により新刊雑誌，その他資料の利用が非常に多くなって居る。

此の機器の管理，保守も同時にカウンターの仕事であり，業務としては比重が重い。此の他オ

フセット印刷機1台を用意し，学部内の簡単な文献印刷，教材，事務文書印刷も手掛けている

が，製本はいまのところ全く手が出ない状態である。一応医学部図書館の現状について触れた

訳であるが，先にも述べた様に医学という学問の特殊性から研究の公開という責任と更に一刻

も速く‘情報を入手しなければならないという情報のスピード化の点から将来はテレックスの導

入という事が真剣に考慮されている。また機械化という点からも業務内容の再検討を始めその

機械化に伴う以前の問題点についても考慮が始められつつある。本年8月19日から3日間東

日本図書館職員研究集会を北海道大学医学部図書館が当番校として本学において開催されるが

その中心は機械化に伴う業務内容の検討がその中心である。

然しながら，ともすれば現実の業務を忘れその機械化をとなえる昨今，図書館の本質的改

善を考え，医学者の強いては医学図書館のもつ社会的責任からも，此の医学系図書館の構想を

完成させたいものである。

◆学内図書館だより

〔附属図書館〕

OECD寄託図書館に指定されて

OECD経済協力開発機構）は経済政策，開発援助，貿易，貿易外取引，労働力，社会問

題，工業，エネルギー，農業，水産，科学，教育等について,OECDで実施された各種の調査

研究，報告をとりまとめ出版物として一般に公表することを重要な仕事の一つとしている。こ

れらの出版物は各国の代理店を通じて世界各国の人々に利用されているほか，世界各国に寄託

図書館を指定して出版物を無料で送付し，広く利用されている。その一環として，去る4月28

日（万国博OECDスペシャル・デー）に万国博会場において，本学代表として今村館長がヴァ

ン・レェンネップOECD事務総長から指定通知書を受け取り，正式に本学がOECD寄託図書

館となった。それと同時に，4月28日から5月2日まで本館展示室でOECD出版物および

OECD関係写真の展示会を行ない,その期間中総計515名の参観者を数え，参観者にはOECD

(139）
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出版物の展示目録を配付した。OECD寄託図書館には,OECDから出版されるすべての出版

物が送付され，その出版物は，人文社会科学系および自然科学系の両面を取り扱っているので，

関係者の利用を期待したい｡所蔵場所は,その資料が利用し易いよう考え,参考図書閲覧室(4階）

の東北の場所をあて，すでに整理を終り，所定の場所に配列を完了して利用出来る状態にある。

なお，参考までに5月20日現在,OECDから本学に送付された出版物は総数234冊であり，

その主題別冊数は下記のとおりである。

、

｢大学の研究と教育にたいする図書館の在り方とその改革

について(中間報告案)」について

さきに，国立大学協会図書館特別委員会委員長から本学あて標記中間報告案についての意

見を求められたことについて，本館では，数次にわたり図書館委員会にはかり，その意見を学

長に具申しました。同意見は，評議会で了承され，本学の意見として上記委員長あて提出され

ました。

北海道大学所蔵学術雑誌総合目録（欧文篇）の編さん計画について

本館では，今年度の計画の一つとして，標記目録の編集，発行を計画中です。

昨年4月に和文篇が発行され，引き続き欧文篇の編集を計画していましたが，約4カ月に

わたる封鎖という事態のため一時中断しました。しかし，各部局から欧文篇の早期発行を強く

希望されており，本館としても各部局の協力を得て鋭意努力を重ねています。

たまたま，文部省編「学術雑誌総合目録自然科学欧文篇1966年版」のサプリメント版

(あるいは改訂版）編さんのための原稿カード提出時期と重なりそうなので，それに合わせて具

体的に準備を進めたいと考えています。

この目録は，本館が各部局からカードまたはリストで定期的に欧文新着雑誌の受入報告を

受けて作成している「チェックカード」を原稿として編集する予定ですが，このカードは，受

け入れた時点で記入されたものであり，その後所蔵状況の変更が予想されます。このため，本

館では，できるだけ正確に所蔵状況等を把握したいと考え，昨年から部局の実状に応じて報告

を受け，チェックカードを改める作業をすすめています。この作業のため，毎月の新着雑誌の

報告は，数部局を除き，正式には再開していませんが，近く連絡する予定です。

一応8月頃までにこの作業によるチェックカードの書き換えおよび補強を終え，その後

1～2回の新着の報告を受けた後，目録編さん作業に着手したいと考えていますが，もう少し時

期的にはっきりした時点で，再度お知らせしたいと思います。

編集上の詳細事項等については，各部局担当者による事務打ち合わせ等を聞きたいと思い

（140）

、

区分 経済
国際貿易と
支紅
統計 開発

農業
食糸
漁業 （

エネルギー

般
力
一
電

原子力I
ガヌ 石油

冊数 25 2 42 2‘ 52 12

区 分
産業

(善謝灘）
労働力と
社会間冠 （

教育と科学
教育科学投資政策
科学的産業調査

全般廓
インフォー

メーション

定期刊行物

冊数 1' 30 5
７・．
’
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ますが，現在，問題点等を担当掛で検討中であり，それらをとりまとめた後で，おはかりした

いと考えています。

本館としては，できるだけ正確な良い目録を作りたいと思いますが，結局は各部局の報告

がもとになりますので，その点を留意のうえ，ご協力お願いします。

本館所蔵新聞目録を印刷

本館は明治末期から新聞の保存に努めたため，現在では書庫1層の新聞コーナーに古くか

らの新聞が多数現物のままで保管されています。これらの新聞の中には,「樺太日々新聞｣(明治

43～昭和17)，「北海タイムス」（明治37～昭和17)，「小樽新聞」（明治40～昭和17)，「室蘭毎日」

(大正10～昭和15）その他本館以外では所蔵のまれなものが少くありません。全国紙について

ゑれぱ，「大阪毎日」（明治39～昭和17)，「東京朝日」（大正4～昭和15)，「東京日日」（明治38～

昭和17)，「読売新聞」（明治40～）などがあり，また「菖朝報」（明治39～昭和9）なども所蔵さ

れています。

以上のほか最近では「朝日新聞」のマイクロ版や「日本民衆新聞｣，「日本労農新聞｣，「平

民新聞」などの複刻版が購入されています。また「北海タイムス」等稀少な新聞については，

本館複写室においてマイクロ化に着手しております。

現在では本館は国内の主要な日刊紙，各大学の新聞，政党機関紙，読書新聞などのほか10

数種の外国の有名新聞を受け入れており，また主要新聞の縮冊版については，これらのほとん

どを購入しています。

以上の新聞コレクションについて,本館では昭和37年以来数回にわたり目録を作成しまし

たが，今回の目録はその決定版ともいえるものです。100種以上にわたる各新聞について創刊，

改題，統廃合などの記載があり，また新聞研究の参考文献も付されています。

「北海道大学附属図書館所蔵新聞目録」昭和45年5月刊オフセット印刷

B5版10頁

諸部局へ保存用学内出版物収集の協力を依頼

本館は北海道大学が発行する出版物について，その収集，保存の責任を負うことになって

います（昭和42年6月14日海大達第27号)。このため諸部局からは毎月多数の出版物が本館

あてに送付されており，その収集状況についてはすでに「愉蔭」第2巻4号（昭和43年7月）

に紹介したとおりです。しかし，保存出版物の種類について必ずしも規定の主旨が充分に徹底

しない場合もあったので，本館では先頃再び諸部局に対し出版物の継続送付を依頼しました。

その結果諸部局の大きな協力が得られ，これまでの送付のもれていた出版物が続々と送られて

きています。

これらの出版物には，④研究報告・紀要⑧部局の概要，案内，規程，名簿◎講義要

目・学生便覧⑪沿革関係出版物⑧同窓会出版物，学生団体出版物などがあり，これらは近

く設置される「北海道大学沿革資料室」に保管される予定です。利用については，「北方資料

室」までお申し出下さい。

なお，これらの出版物は貸し出しをしませんので，紀要類を閲覧したい場合は，参考図書

閲覧室の学術雑誌コーナー（未製本雑誌）や一般閲覧室（製本済雑誌）をご利用下さい。

〆

〆

(141）



ListoftheForeignPeriodicalsSubscribedfor

theYear1970の配付について

稔蔭

このリストは毎年各部局へ配付し，利用に供しておりますが，昨年は補遺版の発行しか出

来ませんでしたので，本年は本文66頁として作成，配布しました。雑誌の点数も一括購入実

施当初約3,300点が,本年は約4,100点に増え，契約額も約倍の7,000万円余となっております。

今後も年を増加することでしょうがリストには所属部局名が入っておりますので購入，重

複等調査にもご利用下さい。なお，部局別契約額（後金については予定額）は次のとおりです。

部 后

文学剖

教育学剖

法学制

(附属スラブ研究施設）

経済学部

理学部

医学部

(附属温泉治療研究施設）

(附属病院）

歯学剖

(附属病院）

薬学高I

工学制

農学制

(附属農場）

(附属演習林）

獣医学部

水産学部

教養部

低温科学研究所

応用電気研究所

触媒研究所

結核研究所

附属図書館

合計

前金

(net/1,185)
(円）

1,090,95（

655,392

819,448

214,226

681,020

11,363,683

7,454,165

138,887

230,651

2,339,72（

34,128

2,788,75（

11,309,33（

5,732,15（

43,513

173,656

1,823,74：

3,718,63（

562,880

1,895,41：

2,285,18（

1,564,58（

1,557,111

995,263

59,472,50（

区 分

後金
(net/1.23
(円）

569,126

105,089

242,864

67,554

176,132

3,404,644

1,383,16〔

19,611

162,389

5,000

81,465

1,647,96］

943,040

48,611

440,323

651,730

52,502

79,215

396,577

147,641

80,557

1,722,631

12,427,83］

合計
(点数｝

(円）

1,660,084（282

760,481（128）

1,062,312(139

281,780（61）

857,152（151）

14,768,331（576

8,837,330（464

138,887（17）

250,262（23）

2,502,115（123）

39,128（3）

2,870,218（77

12,957,296（771

6,675,193（520

43,513（3）

222,267（23）

2,264,066（133

4,370,360（236

615,382（83）

1,974,626（84

2,681,757（78,

1,712,221（40,

1,637,675（38,

2,717,900（44

71,900,336(4,097

閲覧個室の利用再開について

閲覧個室は昨年の封鎖に伴い，利用が一時中断されましたが，その後，整備をすすめて

きた結果，さる4月1日から利用が再開されました。今期の利用期間は9月30日（第2種は6

月30日）までです。

(142）
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なお，同室は本館が所蔵する図書館資料の利用の便宜を計るため設けられており，利用は，

北海道大学附属図書館閲覧個室利用内規（昭和43年2月28日制定）に基づき,公示して申し込

象を受けています。

ドイツ新刊書展示会開催

さる4月1日から3日までの3日間，標記展示会が開催されました。同展示会は,本館,出

版文化国際交流会およびドイツ出版協会が主催してドイツ連邦共和国における最近の出版‘情勢

を'概観する機会を提供するために開かれたもので，語学・文学研究，歴史・時事,経済・社会，

哲学，医学，自然科学等の書籍および雑誌約4,500冊が展示され，期間中多数が参観しました。

◆統計

○‐部局別蔵書冊数〆 (昭和45年3月31日現在）
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○．昭和44年度附属図書館利用統計

、

①
｜
⑧
（
⑧
④
⑤
」

開室日数は封鎖（7～11月）および開館準備のため，例年の約半分である。

一般閲覧室の利用者数は，実際に図書の貸し出しを受けた者の数を示す。

参考図書閲覧室，北方資料室の統計では各部局に含まれる。

語学テープの貸し出しリール数。

館外貸し出し冊数のみ。
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事務局
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附属図書館

1,01（

1,33（

38］

29］

3,68（

4,08〔

12（

1,26（

8（

23コ

2（

11（

6,90（

102

503

16

924

226

154

612

15

23

561

■
ｊ
″
ロ
ー
リ
「
ｊ
「
二
一
■
■
■
■
■
凸
Ｊ
夕
■
「
二1〔

20］

52

Ｆ
Ｌ
Ｌ
「
１
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ｌ

１
３
８■ｊ″■

■

110

175

3

568

251

163

123

18

656

Ｆ
し
Ｌ
戸
’
０
ｒ
ｊ
ｆ
ｒ
勢
＆
ｒ
Ｌ
Ｌ
『
１
Ｊ
ノ
４
．
が
０
Ｋ
Ｐ
し
た
’
＆
ｒ
夕
瓜
〃
Ｋ
Ｇ

Ｆ
１

１
５
８
５
７
６
９
１
３
７
２
１
９

３
０
３
３
８
７
４
０
１
２
１
４

，
夕

，
タ

フ

タ

１
２
４
４
２
８

2,091

692

311

6f

1,432

２
０
２
６
９
８
８
６

９
９
４
９
６
８
９
２

７
１
３
１
９

1,249

30；

6（

34（

1,057

497

34（

55（

17（

61（

24（

6（

34

44

ｏ
全
－
０

［
』
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

ワ
臼
ワ
］
で
１
ワ
〕
１
１

８

03

］

：

40（

3（

（

15‘

5‘

123

〃
も
、
“
■
も
“
■
曲

ワ
】
４
４

175

ｒ
ノ
ム
ｒ
二
辻
イ
ノ
ム
ノ
４
．
１
１
Ｊ
ｒ
，
凸
ｒ
ｕ
ｋ
ｒ
号
＆
ノ
ム
．
ｒ
Ｌ
Ｑ
〃
■
ｒ
、
ｒ
・
Ｒ

ｒ
Ｏ
Ｋ

８
７
８
２
７
７
８
５
３
７
９
４
７

７
０
３
４
６
４
６
９
３
７
３
２

夕
，

夕
夕

，

３
１
２
１
１

附属病院を含む

ﾄ

』

附属農場，附属
演習林を含む

教養分館を含む

合計 23,731 2,812 1,997 2,59031,13012,855 7,140 1,462 1,14722,60（

閲覧室宅

開室日数＠

開架図書
閲覧室

151

一般閲覧室②

館内利用 館外貸仕

166 16（

語学演習室

153

参考図書
閲覧萱

15（

北方資料室

16（

三
一
、合

(人）

Ｇ
ｅ
ｅ

湖
剛
坦
剛
湖
剛
麺
剛
超
回
幽
創
立
口
迩
剛
立
剛
剥
剛
釦
風
土
口
立
鳳
司
〃
柱
に
丹
．
Ｅ
宏
弐
乍

学
学
学
学
究
院

学
学
学
学
学
学
学
学
養
外

育
済
医
産
研
学

文
教
法
経
理
医
歯
薬
工
農
獣
水
教
各
教
大
職
学

２
９
１
２
９
６
７
８
４
３
７
０
８
０
４

９
３
０
８
９
０
４
３
１
６
７
８

７
９
９
５
９
２
６
２
５
２

夕
フ
フ
，
タ

ラ
ダ

ダ

２
６
２
４
１
２
１
１１

３
４
４

５
３
２3

４
宝
戸
○
勺
１
局
ｊ
ｏ
ｏ
４
４
〈
Ｕ
〈
ｂ
Ｑ
Ｊ
ｑ
〉
で
１
〈
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
〉
Ｆ
Ｄ
司
止
ワ
〕
ワ
〕

Ｑ
〉
『
１
，
○
勺
１
〔
ろ
勺
１
司
止
ワ
臼
Ｆ
Ｄ
勺
止
ワ
］
「
１
，
６

３
１
２

444
行
猟
Ｌ
ｒ
／
』

５
９宮Ｉ
ｒ
皇
ｆ

ワ
ニ
川
云

へ
。
１
１

57
卓
〃
■

ｒ
／
一
Ｆ
』
Ｌ
勺
■
８
．

－
５
８
■
【
二
戸
》
戸
〃
■
［
】
Ｆ
】
】

誼
１
Ｊ
Ｆ
ｊ
Ｏ

６
６

丁
亘
Ｌ
〆
顎
“
Ｌ
〆
０
口
、

ワ
〕
ｎ
．
ｎ
ｏ

〔
ｊ
ワ
］

Ｆ
０
Ｌ
ｒ
Ｌ
一
戸
し
Ｌ
ｒ
界
Ｌ
〃
ｒ
、

４
１
局
ｊ
ワ
】
４
１

４
４
ワ
］
ワ
〕
八
。

く
く
ｆ
１

戸
ｊ
Ｏ
戸
し
、

１
２
8｛
グ
ー
．
ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
〆
』
』
〆
」
戸
」

1（3

１
０
１
０

４
３

９
１
７
１
９
４
２

４
６
０
１
５
２

５
３
５
１

３
０
３

１
５
６
卜

』
、
０
１
β
、
Ⅱ
〃
草
■
可
、
１
Ｊ
■
、
日
夕

“
、
’
″
・
〃
Ｉ
、
。
』
、

30

91

で
１
ハ
Ｕ
ワ
〕
‐
上

戸
Ｏ
「
１
可
１
，
○

4〔
ｄ
一
月
Ⅱ
４
Ｊ
、
ジ

57
二
Ｊ
〆
■

「
Ｊ
■
】44

〈
Ｕ
ワ
］
Ｒ
〕
勺
１
只
〕
（
ｂ
ワ
ニ
局
ｊ
［
ｊ
ｎ
ｖ
旬
○
ワ
］
ワ
］
〔
Ｊ
Ｒ
）
ワ
ー

［
ｊ
〈
ｂ
く
り
勺
１
０
〉
７
戸
０
局
ｊ
ｑ
〉
局
ｊ
ｑ
〉
［
』
Ｑ
〉
４
ユ

ハ
ｄ
で
１
Ｆ
Ｄ
（
ろ
局
ｊ
４
今
（
ｂ
〈
ｂ
ｑ
〉
〈
ｂ
〈
ｂ
へ
る

，
う
，
ブ
タ
タ

ラ
，

夕

４
１
９
３
５
１
２
１
５１

32（

97（

利用者合計 35,661 1,089 4,285 5,173 3,242 679 50,103(人）

利用冊謝 136,94（ 2,240 11,002 5,173④ 355⑤ 501(5 156,216(冊）
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○‐昭和44年度学外への文献複写申込件数 (附属図書館閲覧課参考掛経由

教育学＃'1法学部|経済学部|理学i¥l医学部|歯学部|薬学部|工学部|農学鮒学部｜
731

恢
一
ト
ー
降
一
い

部眉

|“l5113411I15112130518I数 3〔件

学部|水産学部|綜嚇諦蛎語|綜究祭|諒究瀦書霊｜｜
△
ロ

ヨ
ョ
一
国部 局

件数 ’52’’212101121161 81（

(アメリカ53，イギリス9，フランス7，ドイツ4，オーストリア4，スイス3

オーストラリア2，その他9）

うち国外申込件数91件

附属図書館マイクロ，電子複写業務実績（館内分を除く）昭和44年眉○

戸 沢|恢奴|耐奴

f

安
一
８

/11＜／1

訓65－192134185411()’8．54(）

4Qq411qC

()’ 》’2－2851168－55（〔)’33．8

／
う
と

44C 483216§

42.35011.489134.39

96.61011.489

附属図書館オフセット印刷業務実緩昭和44年農○

伊
部局

谷
口

■■■

一画

ロ館 広区 分

イ

ヨ 件 数

製版数

印刷枚数(B4

16

209

16,866

260

177

946

74,937

87,871

590

151

737

58,071

87,871

330

印刷枚数（カード）

製本冊謝

○昭和44年度

（館外貸出統計）

教養分館利用統計

(昭和44年12月15日開館，開館日数78日）

…
雲
４

罰
＃

(145
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区分｜薬学部|工学部|農学部|獣医報|大学院生|教官|職員|学外者｜合計
人
冊

7

11

lO

l8

数
数

7

11

勺
‐
入
○
一
ム

ワ
〕
４
４

０
９
５
７

）
（
亘
二
■
■
■
一
）

4,980

8,537

(館内閲覧統計）

’
類別’01112131415161718

946

合計

－冊Wi66010105674969,095 、

◆人物往来

新図書館委員紹介

山畠正男教授（法学部）

所哲也助教授（経済学部）

加藤英一助教授（獣医学部）

4月1日付

〃

〃

、

北海道大学附属図書館報「愉蔭」Vol.4,No.3通巻18号）

1970年5月31日発行発行人斉木一郎

発行所北海道大学附属図書館札幌市北8条西5丁目電話代表71-2111(2966）

印刷所文栄堂印刷所札幌市北3条東7丁目電話代表23-5560

(146）

冊数 331 409 39 684 778 3,858 118 188

類別 9 和雑誌 洋雑誌 文庫新書 教官指定


